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寅
さ
ん

管
理
部　

奥
井
一
司

　

私
の
住
ん
で
い
る
葛
飾
区
の
お
国
自
慢
と

い
え
ば
「
寅
さ
ん
」
で
す
。
「
寅
さ
ん
」
は
映

画
「
男
は
つ
ら
い
よ
」
シ
リ
ー
ズ
の
主
人
公
。

テ
キ
屋
（
露
天
商
）
の
「
フ
ー
テ
ン
の
寅
」

こ
と
車
寅
次
郎
が
故
郷
の
葛
飾
柴
又
の
人
々

や
旅
先
で
出
会
う
マ
ド
ン
ナ
と
繰
り
広
げ
る

人
情
喜
劇
で
、
昭
和
四
十
四
年
に
公
開
さ
れ

て
以
来
平
成
七
年
ま
で
計
四
十
八
作
が
製
作

さ
れ
た
人
気
映
画
シ
リ
ー
ズ
で
す
。

　

四
十
作
目
を
越
え
た
頃
か
ら
寅
次
郎
役
の

渥
美
清
が
体
調
を
崩
し
、
山
田
洋
二
監
督
は

五
十
作
で
の
完
結
を
構
想
し
て
い
た
そ
う
で

す
が
、
第
四
十
九
作
「
寅
次
郎
花
へ
ん
ろ
」

の
準
備
の
さ
な
か
に
渥
美
が
癌
で
死
去
、
第

四
十
八
作
「
男
は
つ
ら
い
よ 

寅
次
郎
紅
の

花
」
が
遺
作
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
（
享

年
六
十
八
歳
）
。
な
お
同
シ
リ
ー
ズ
は
ギ
ネ
ス

ブ
ッ
ク
で
も
世
界
最
長
の
映
画
シ
リ
ー
ズ
と

し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

映
画
で
寅
さ
ん
の
故
郷
と
設
定
さ
れ
た
柴

又
帝
釈
天
参
道
の
商
店
街
は
今
も
寅
さ
ん
映

画
の
ム
ー
ド
に
溢
れ
、
最
寄

り
の
柴
又
駅
で
は
寅
さ
ん
と

妹
の
さ
く
ら
の
銅
像
が
数

メ
ー
ト
ル
の
距
離
を
置
い
て

視
線
を
交
わ
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
同
駅
構
内
に
は
寅
さ

ん
そ
っ
く
り
の
鉄
道
路
線
図

も
！
こ
れ
は
駅
名
に
四
十
八

作
の
題
名
が
付
い
た
嘘
の
路

線
図
。
よ
く
で
き
て
い
ま
す
。

施　主：三陸鉄道株式会社
工事名：リアス線
　　　　台風１９号災害応急復旧工事
施　工：仙建工業株式会社
商　品：Ｒ-ＲＯＫ工法　３８.４ｍ３

　近年、ゲリラ豪雨をはじめ様々な

自然災害が頻発する中、各地の鉄道

においてもそうした災害により土砂

崩れや盛土の流出の発生で長期の運

休を余儀なくされるケースが相次い

でいます。

　一般に盛土の復旧では、大型土の

う等により応急復旧工事を行い、ま

ずは早期の運行再開を目指し、その

後本復旧工事を行う手順が多くみら

れますが、実はこのことが本復旧ま

での施工期間の長期化や工事費の増

大の要因ともなっています。

　令和元年１０月には台風１９号によ

り、岩手県の三陸鉄道で盛土の流出

やトンネルへの土砂流入など９３カ所

の被害、路線延長の７割が不通にな

る事態が発生。すぐに復旧工事が開

始されました。

　このうち久慈市近くの土砂崩れ現

場において、前述のような従来工法

の手間を解決する新工法「Ｒ-ＲＯＫ
工法」が導入されています。

　同工法は（公財）鉄道総合技術研

究所、ライト工業（株）、小岩金網（株）、

岡三リビック（株）の共同研究によ

り新たに開発されたもの。かご枠設

置後に地山補強材を打設できる特殊

なかご枠を用いて盛土を修復するこ

とで、早期かつ強固な復旧工事が可

能となっています。

　

大型土のう 仮土留め かご枠 地山補強材

従来の応急復旧の例
（大型土のう）

Ｒ - ＲＯＫ工法
（かご枠＋地山補強土工）

Ｒ-ＲＯＫ工法
岩手・三陸鉄道で新工法導入

→土のう撤去→盛土での本復旧
（本復旧まで要監視・徐行運転）

カゴ枠を本復旧に利用可能
（応急復旧工の撤去の必要がない）
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テ
レ
ビ
の
歩
き
方　

　

大
き
な
声
で
は
言
え
な
い
が
、
テ
レ
ビ
の

競
技
バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組
「
Ｔ
Ｖ
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
」
に
出
た
こ
と
が
あ
る
。
題
材
は
某
モ
ノ

づ
く
り
系
。
最
初
に
言
っ
て
お
く
が
、
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
に
は
な
れ
な
か
っ
た
。

　

そ
も
そ
も
は
私
の
作
品
を
製
作
ス
タ
ッ
フ

が
ネ
ッ
ト
で
見
て
お
声
を
か
け
て
頂
い
た
の

だ
が
、
予
選
も
な
く
そ
の
ま
ま
出
ら
れ
た
の

は
光
栄
な
も
の
の
、
こ
れ
で
勝
負
心
が
な
い

ま
ま
だ
っ
た
の
が
間
違
い
の
元
だ
っ
た
。

　

ス
タ
ッ
フ
に
「
作
品
の
材
料
費
は
番
組
か

ら
一
定
額
支
給
し
ま
す
」
と
い
わ
れ
自
分
は

単
純
に
喜
ん
だ
が
、
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
な
っ

た
人
な
ど
は
支
給
額
に
数
倍
す
る
費
用
を
つ

ぎ
込
ん
で
各
戦
で
の
見
栄
え
を
底
上
げ
し
て

い
た
。
そ
の
人
曰
く
「
優
勝
賞
金
で
元
は
取

れ
る
か
ら
」
。
こ
の
思
い
切
り
と
熱
意
、
実
の

と
こ
ろ
出
場
者
は
互
い
を
良
く
知
る
同
好
の

間
柄
で
、
ゆ
え
に
自
分
は
そ
こ
ま
で
の
真
剣

勝
負
へ
の
心
構
え
が
足
り
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

　

ま
た
撮
影
前
、
試
合
方
法
や
ル
ー
ル
に
つ

い
て
ス
タ
ッ
フ
と
競
技
者
と
で
会
合
は
あ
っ

た
も
の
の
、
本
番
で
の
厳
格
な
ル
ー
ル
適
用

は
実
際
に
は
消
え
、
こ
れ
を
多
少
無
視
し
て

で
も
お
目
立
ち
ポ
イ
ン
ト
を
用
意
し
評
価
を

得
た
人
が
結
果
的
に
勝
ち
進
ん
だ
。
そ
の
加

減
が
勝
敗
の
分
か
れ
目
に
も
な
り
、
自
分
は

そ
こ
で
ジ
・
エ
ン
ド
と
な
っ
た
。

　

結
局
一
番
注
目
を
浴
び
た
の
は
、
テ
レ
ビ

的
に
オ
イ
シ
イ
画え

の
「
失
敗
の
瞬
間
」
。
少
し

は
視
聴
率
に
貢
献
で
き
た
だ
ろ
う
か
。

総合評価落札方式で技術提案

すると技術評価点が１点加算さ

れます。

施工者希望型で新技術の活用

を行った場合は現場の活用結

果により工事成績評点が主任

技術評価官で最大３点加算されます

（実加点は３ｘ４０％＝最大１．２点）。

「ジオテキスタイル
を用いた補強土の設
計・施工マニュアル」
土木研究センター

（平成 25年 12月）

指針等に基づく設計施工により要求性能を満足で

きるものとみなせます。

「道路土工 
擁壁工指針」
日本道路協
会（平成 24
年 7月）

今年度より国土交通省の直轄工事においてＩＣＴ
活用工事等で活用する技術やＮＥＴＩＳ登録技術等

の新技術の活用が原則として義務化されていま

すが、トリグリッドＥＸは令和２年度にお

ける唯一のジオテキスタイル

の選定技術です。

※準推奨技術などの有用とされる技術を用いた場合に＋１点

国土交通省の令和２年度準推奨技術に「トリグリッドＥＸ」が選定されました。これはＮＥＴＩＳ
の評価情報から「有用な技術」をピックアップし積極的な使用を推奨しているものです。

土との摩擦特性がよく柔軟なため土中での一体性に優

れ、急勾配盛土や長大斜面などを経済的に施工できます。

強度不足の地盤に敷設することで支持力の増加やすべり

破壊の防止が図れます。

長期荷重に対してクリープ変形が小さく、自然環境下に

おいて良好な耐久性 (耐候性、耐薬品性、耐寒・耐熱性 )

を有するため、安定した土構造物を築造できます。

適度な剛性を持ちかつ軽量で柔軟性に優れるため、取り

扱いが容易です。

壁面材は縦線材を横線材に対して千鳥配置にして，上下

の壁面材同士を堅固に結合し一体化させることにより、

壁全体で面的に抵抗することができる。

▶

▶

▶

▶

ＮＥＴＩＳ令和２年度
準推奨技術に選定 

●

●

●

●

●

準
推
奨
技
術
の
メ
リ
ッ
ト

工
法
の
特
長


